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は じ め に

我が国では，平成 5年にインターネットの商
用利用が開始されて以降，インターネットの利
用者が爆発的に増加を続けており，総務省の平
成 27年版情報通信白書1）によると平成 26年末
のインターネットの人口普及率は 82.8%であっ
た．通信産業および ICT（Information and Com-

munication Technology）産業が大きく発展し，
ICT基盤の整備が進展している現在，個人の生
活や企業の活動等の様々な場面においてイン
ターネットの利活用が浸透している．こうした
中，インターネットに接続する ICT機器の中で
スマートフォンが急速な伸びを示している．総
務省通信政策研究所の「平成 26年情報通信メ
ディアの利用時間と情報行動に関する調査報告
書」2）によるとスマートフォンの利用率は 62.3%

であり，フィーチャーフォン3）の利用率を逆転

した前年の 52.8%からさらに 10ポイント近く
上昇している．年代別に見ると 20代は 94.1%，
30代では 82.2%と若年層でのスマートフォン
利用率が圧倒的に多数を占めているのをはじ
め，40代が 72.9%，50代も 48.6%と幅広い年
代で利用が進んでいる．小・中・高校生の状況
に関しては，内閣府の「平成 26年度青少年の
インターネット利用環境実態調査」4）によると
インターネットを利用する児童生徒は小学生が
53.0%，中学生が 79.4%，高校生では 95.8%と
なっており，学校種別が上がるほどインター
ネットの利用者が多くなっている．インター
ネットを利用する機器ではスマートフォンが圧
倒的に多く，高校生では 86.8%がスマートフォ
ンでインターネットを利用している．富士大学
（以下「本学」）で調査した結果でもスマートフォ
ンを所有している学生は 98.3%であり，スマー
トフォンの普及が進んでいることが分かる．
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インターネットや ICT機器の利活用が我々の
生活に浸透している中，教育機関での基盤整備
も進められている．文部科学省の「学校におけ
る教育の情報化の実態等に関する調査結果」5）

によると公立の初等中等教育機関（小学校，中
学校，高等学校，中等教育学校及び特別支援学
校）における平成 27年 3月 1日現在の普通教
室の校内 LAN整備率は 86.4%であり，平成 19

年の 56.2%と比較すると大きく伸びている．
また，教育用コンピュータ 1台当たりの児童生
徒数は 6.4人であり着実に整備が進んでいる．
次に高等教育機関を見ると文部科学省「学術情
報基盤実態調査」6）によると平成 26年現在，無
線 LANの整備率は国立大学で 100.0%，公立大
学で 82.6%，私立大学は 89.2%である．また，
情報システムをクラウド化（全部または一部を
学内の情報センター等または学外の施設に集
約・共有化し，効率的に運用）している大学は
国立大学で 87.2%，公立大学で 53.5%，私立大
学で 71.5%であり，教育機関における基盤整
備が進んでいる．
このように，インターネットの利用が我々の

生活に浸透すると共に，特に若い世代でのス
マートフォンの利用率が高いことが現在の ICT

利活用の特徴であると考えられる．大学に入学
してくる学生たちへの調査研究として立田
（2013）は「学生たちは，スマートフォンをパ
ソコン代わりに用い，パソコン離れが起こって
きている」としている7）．こうした中，ICTを
活用した教育分野の情報化が進められている．
総務省「フューチャースクール推進事業」や，
文部科学省「学びのイノベーション事業」の実
証校等で 各種 ICT機器，無線 LAN，クラウド
環境を基盤とした教育・学習環境の実証研究を
行っており，多くの成果を上げている．
本研究は，本学学生のスマートフォンの利用

状況を調査し，学生が利用している ICT機器
の種別やスマートフォンの利用目的（利用して
いる機能やアプリケーション），不満な点，利
用時間等の実態を明らかにすると共に，学習環
境としての ICT利活用に焦点を当て授業実践

を行い，授業実践後にアンケート調査を実施し
てスマートフォンの授業利用に関して考察する
ことを目的とする．

1．本学学生のスマートフォン利用状況

1.1　調査概要
本調査は，スマートフォンの利用状況の実態
を明らかにすることを目的とし，無記名でアン
ケート用紙による調査を行った．今回の研究で
調査を行った対象は，本学二年次に開講されて
いる「コンピュータリテラシー II」全クラスの
履修生であり，調査時に出席した 116名から回
答を得た．調査期間は平成 27年 6月～ 7月で
ある．「コンピュータリテラシー II」は本学の
学科共通基礎科目として設置されている必履修
科目であり，平成 27年度は 6クラスに分けて
筆者を合わせ 4名の教員で担当している．本科
目を調査対象とした理由は，① 必履修科目の
為，対象学年全員が履修している，② 情報系
の必履修科目は一年次生対象と二年次生対象の
科目があるが，一年次生は高等学校を卒業して
すぐの状況であるので，より大学生活に慣れた
二年次を対象とするためである．主なアンケー
ト調査項目は次の通りである．
（1）　ICT端末の所有状況
（2）　  利用しているスマートフォンの機能（ア

プリ）
（3）　利用しているスマートフォンの OS

（4）　スマートフォンの利用に関する不満
（5）　ウィルス対策
（6）　スマートフォンの利用時間

1.2　調査結果
本調査では，116名（男子 98名，女子 17名，
性別未回答 1名）から回答を得た．調査の結果
は以下の通りである．
（1）　ICT端末の所有状況
所有している ICT端末は「スマートフォン」
が 98.3%であり，パソコンは「ノートパソコン」
と「デスクトップ型パソコン」を併せても
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24.2%である．「フィーチャーフォン（ガラ
ケー : 携帯電話）」は 1%未満であり，ほとん
どの学生がフィーチャーフォンではなくスマー
トフォン」を所有していることが分かる（図 1）．
（2）　  利用しているスマートフォンの機能（ア

プリ）
スマートフォンを所有している学生の主な利

用内容（機能やアプリ）は，「LINE」が 94.7%

と最も多く，「Twitter」，「インターネット検索・
閲覧」が 70%台で続いている．さらに「音楽
再生」，「通話」，「ゲーム」が 60%台で続いて
いる．逆に「電子書籍」の利用は少なく，「電
子書籍（まんが」は 10%台であり，「電子書籍
（まんが以外）」ではわずか 3.5%の利用となっ
ている（図 2）．
（3）　利用しているスマートフォンの OS

利用しているスマートフォンの OS（Operat-

ing System）は「iOS」が 67.5%と最も多く，
「Android」は 28.1%である．学内でのスマート
フォンユーザーのうち，iOSを搭載した iPhone

のユーザーが 70%近くを占めている状況であ
る（図 3）．
（4）　スマートフォンの利用に関する不満
スマートフォンの利用に関して不満な点は，

「バッテリーの持ちが悪い」が 43.0%と最も多
く，「通信速度が遅い」，「エリア・電波状況が
悪い」が 30%台前後で続いている．「通信料が
高い」は 21.1%にとどまっているが，いわゆ
る格安スマホの利用の有無に関しては調査して
いないので通信キャリアが提供しているスマー
トフォンに対する意識かどうかは不明である．
「利用方法が難しい」はわずか 2.6%であり，
多くの学生がスマートフォンの利用を難しくな
いと考えていることが分かる（図 4）．
（5）　ウィルス対策
ウィルス対策については，「不明」が 38.6%

図 1　 ICT端末の所有状況（複数回答）

図 4　  スマートフォンの利用に関する不満（複数
回答）

図 2　  利用しているスマートフォンの機能（複数
回答）

図 3　利用しているスマートフォンの OS
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と最も多く，「無料ウイルス対策アプリのイン
ストール」，「対策を講じていない」が 20%台
で続いている．「有料ウイルス対策アプリのイ
ンストール」はわずか 3.5%である．「不明」
が 40%近くであり，ウイルス対策の意識の低
さが見受けられる（図 5）．
（6）　スマートフォンの利用時間
スマートフォンの一日平均の利用時間につい

ては，「1時間以上 3時間未満」と「3時間以上
5時間未満」がどちらも 36.8%と最も多く，「5

時間以上」が 20.2%で続いている．「3時間以
上 5時間未満」と「5時間以上」を合わせると
全体の半数以上となり，スマートフォンを所有
している学生の半数以上が一日平均 3時間以上
利用しているのが現状である．「30分以上～ 1

時間未満」と「30分未満」を合わせるとわず
か 5.3%であり，学生のスマートフォン利用が
長時間化していることが見受けられる（図 6）．

2.　授業におけるスマートフォンと授業支援シ
ステムの利用

2.1　授業支援システムの概要
本学では授業支援システムとしてアイアシス
タント（InAssistant）8）を整備し，全学的に利
用している．アイアシスタントは「シラバス」，
「授業記録」，「授業支援」，「コミュニケーショ
ン」，「グループ学習」，「事務支援」などの機能
を備えた，学生・教員・教務担当事務職員を連
携させるオールインワンのシステムであり，平
成 21年度戦略的大学連携支援事業で選定され
た「いわて高等教育コンソーシアムにおける地
域の中核を担う人材育成と知の拠点形成の推
進」の取り組みの一つである「教育環境の基盤
整備」として本学に導入され，平成 22年度よ
り本格運用を行っている．アイアシスタントの
主な機能は次の通りである．
（1）　シラバスの管理
（2）　授業記録
（3）　授業支援
　　 ①　教材の表示（配布）
　　 ②　レスポンスカード
　　 ③　課題・レポート
　　 ④　ドリル
　　 ⑤　アンケート
（4）　コミュニケーション
　　 ①　各種掲示板
　　 ②　学生宛通知
（5）　協働学習
　　 ①　グループ単位での電子掲示板
　　 ②　グループ単位でのファイル共有
　　 ③　グループ単位でのWeb協働編集
（6）　科目閲覧・検索
本研究では，これらの機能の中から「教材の
表示（配布）」と「各種掲示板（テーマ毎の掲
示板）」を利用して授業を実践した． 

2.2　授業実践
今回の研究で授業を実践した科目はスマート
フォン利用状況調査を行った科目と同様の「コ

図 5　ウィルス対策

図 6　スマートフォンの一日平均の利用時間
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ンピュータリテラシー II」の全クラスである．
スマートフォンを所有している学生は，自分の
スマートフォンからアイアシスタントを利用
し，所有していない学生はパソコンからアイア
シスタントを利用して実践した．本学では学生
部からの授業に関する諸注意である「授業規律
の確立について」を各学生に周知し，教員の許
可なく授業時のスマートフォン等の使用を禁止
しているが，今回は研究目的としてスマート
フォンの使用を許可する旨，学生部と事前打ち
合わせを行った．実践した具体的な内容は次の
通りである．
（1）　  スマートフォンによるプリント教材の閲

覧
通常の授業で利用しているプリント教材を

PDFの形式でアイアシスタント上に準備し，
各学生はスマートフォンからアイアシスタント
にアクセスし，プリント教材を閲覧して利用す
ることとした．なお，通常の授業ではプリント
教材を印刷物として紙の形で学生に配布するか
学内 LAN上のファイルサーバに設置されてい
る共有フォルダや学内Webページに電子ファ
イルの形で準備し学内に設置されているパソコ
ンから利用する形態をとっている（ファイル形
式は PDF をはじめ HTML，Microsoft Word，
同 Excel等様々である）．今回は，学生が所有
しているスマートフォンを利用するということ
で，ソフトウェアやハードウェア，OSに関係
なく文書を確実に表示させることができるファ
イル形式であることが必要となるので，現在，
ISO（国際標準化機構）で管理されているオー
プンスタンダードの一つである PDF形式の
ファイルを利用することとした． 

（2）　  スマートフォンを利用した双方向型の授
業

双方向型の授業実践として，アイアシスタン
ト上の各種掲示板（テーマ毎の掲示板）にテー
マを設定し，授業中に学生から書き込んでもら
うこととした．学生が掲示板に書き込んだ意見
や質問をリアルタイムにスクリーンに映し出
し，教員がコメントをする形態とした．今回の

テーマは「スマホトラブル」とし，スマートフォ
ンの利用に関して気を付けなければならないト
ラブル等に関して意見交換を行った．なお，こ
れらの実践でのインターネット接続は無線
LANによる Wi-Fi接続ではなく，各自の通信
キャリアの接続によるものとした．
これらの授業実践を行い，授業におけるス
マートフォンと授業支援システムの利用に関す
る調査を無記名でアンケート用紙を利用して
行った．主なアンケート調査項目は次の通りで
ある．
（1）　スマートフォン教材と紙教材の比較
（2）　  スマートフォンを利用した双方向型授

業
（3）　スマートフォンを利用した情報検索
（4）　学習意欲や興味関心
（5）　教室で利用する ICT機器

2.3　調査結果および考察
本調査項目の（1）から（3）に関しては，実

際に学生各自が所有しているスマートフォンを
利用した上で調査を行っている為，前述した「本
学学生のスマートフォン利用状況」の調査でス
マートフォンを所有していると回答した 114名
（男子 96名，女子 17名，性別未回答 1名）を
対象とした．（4）～（6）はスマートフォン所有
の有無に関係なく 116名（男子 98名，女子 17

名，性別未回答 1名）を対象とした．調査の結
果と考察は以下の通りである．
（1）　スマートフォン教材と紙教材の比較
「スマートフォンで教材を閲覧した場合，紙
による教材と比較して利用しやすいですか」の
質問に対する回答結果は表 1の通りである．「と
ても利用しやすい」と「どちらかと言うと利用
しやすい」を合わせると 44.8%であり半数近
くとなるが，「どちらかと言うと利用しづらい」
と「とても利用しづらい」を合算すると 20%

近くとなり，また「どちらとも言えない」が
36.0%である．さらに，表 2（教材の配布方法
に関する質問の回答結果）の通り，教材の配布
方法は「従来通りの紙による配布」と回答して
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いる学生が半数以上を占めている．以上の結果
からスマートフォンによる教材の閲覧は「利用
しやすい」と考えている学生が比較的多いが，
その反面，「利用しづらい」と考える学生も多
数いることに加え，紙の教材と比較した場合は
紙の方が利用しやすいと考えている学生が半数
以上を占めるのが現状である．なお，前述した
スマートフォンの利用状況調査の主な利用内容
（機能やアプリ）において「電子書籍（まんが）」
と「電子書籍（まんが以外）」を回答した学生
を対象に分析すると「どちらかと言うと利用し
づらい」と「とても利用しづらい」との合算は
わずか 6.3%であることから，通常の生活にお
いて電子書籍を利用している学生は教材をス
マートフォンで閲覧することに不便を感じてい
ないと考えられる．普段の電子書籍の利用の有
無が，スマートフォンで教材を閲覧することに
大きく影響を与えると考えられる．
（2）　  スマートフォンを利用した双方向型授業
「スマートフォンを利用した双方向型の授業
は学習効果が高いと思いますか」の質問に対す
る回答結果は表 3の通りである．「どちらとも
いえない」が 36.8%と最も多いが，「どちらか

と言うとそう思う」，「とてもそう思う」が 20%

台で続いている．これらを合わせると半数近く
になり，逆に「どちらかと言うとそう思わない」
（4.4%），「まったく思わない」（7.9%）がそれ
ぞれ 10%に満たないことに加え，自由記入欄
に「意見を投稿しやすい，見比べるのが容易だ
と思う」との記述もあることから，学生の意識
として授業におけるスマートフォンの利用は双
方向型授業として利用する方が効果的であると
考えられる．
（3）　スマートフォンを利用した情報検索
「授業中にスマートフォンを利用してイン
ターネット検索を行うと学習効果が高いと思い
ますか」の質問に対する回答結果は表 4の通り
である．「どちらかと言うとそう思う」と「ど
ちらとも言えない」が 30.2%と最も多いが，「と
てもそう思う」と「どちらかと言うとそう思う」
を合わせると 60%近くとなり，逆に「どちら
かと言うとそう思わない」と「まったく思わな
い」がどちらも 5.2%であった．さらに自由記
入欄には「今，調べたいことが調べられる」や
「調べものをする分には（授業での）活用を許
してもいいと思う」といった記述があった．こ

表 1　スマートフォン教材と紙教材の比較

とても利用しやすい 24.6%

どちらかと言うと利用しやすい 20.2%

どちらとも言えない 36.0%

どちらかと言うと利用しづらい 12.3%

とても利用しづらい  5.3%

未回答  1.8%

表 2　教材の配布方法

従来通りの紙による配布 50.9%

スマートフォンで閲覧する方法 23.7%

パソコンで閲覧する方法 15.8%

（画面の大きい）タブレットで閲覧する方法  7.0%

未回答  2.6%

表 3　スマートフォンを利用した双方向型授業

とてもそう思う 21.9%

どちらかと言うとそう思う 27.2%

どちらともいえない 36.8%

どちらかと言うとそう思わない  4.4%

まったく思わない  7.9%

未回答  1.8%

表 4　スマートフォンを利用した情報検索

とてもそう思う 29.3%

どちらかと言うとそう思う 30.2%

どちらとも言えない 30.2%

どちらかと言うとそう思わない  5.2%

まったく思わない  5.2%
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れらのことから，学生の意識として授業中にス
マートフォンを利用して情報検索を行うことは
学習効果を上げると考えられる．
（4）　学習意欲や興味関心
「スマートフォンを授業で利用することによ
り，学習意欲や興味関心が高まると思いますか」
の質問に対する回答結果は表 5の通りである．
「どちらかと言うとそう思う」と「どちらとも
言えない」が 30.2%と最も多いが，「とてもそ
う思う」と「どちらかと言うとそう思う」を合
わせると半数を超えることから，学生の意識と
して授業においてスマートフォンを利用するこ
とにより学習意欲や興味関心が高まると考えら
れる．しかし一方では「どちらかと言うとそう
思わない」と「まったく思わない」を合わせる
と 10%以上となることに加え，自由記入欄に
「別にいらない」や「スマホでやるといろいろ
面倒くさい」と言った記述もあることから，授
業におけるスマートフォンの利用は慎重に考え
ていく必要があると思われる．
（5）　教室で利用する ICT機器
「普通教室（コンピュータ室以外）で実施す
る授業で学生が利用する情報通信機器は，次の
どれが効果的と考えますか」の質問に対する回
答結果は表 6の通りである．「スマートフォン」
が 56.0%と最も多く，「タブレット（iPad等」
（28.4%），ノートパソコン（16.4%）と続いて
いる．半数以上が「スマートフォン」を授業で
利用すると効果的であると考えているが，一方
では「情報通信機器は必要ない」とする意見も
10%近くある．自由記述欄に「スマホを使っ
て授業をやれば効率的だと思うがゲームなどを
する人も絶対にいる」との記述もあり，スマー

トフォンをはじめとした ICT機器を授業で利
用する場合，その利用方法や授業目的外利用の
対策など課題があると考えられる．
以上がアンケート調査の結果と考察である
が，授業を担当した教員からの意見として，ス
マートフォンの容量制限（通信制限）の問題が
挙げられた．スマートフォンやタブレットが進
化し，高速通信に対応出来るようになると，大
容量のゲームや動画，アプリのダウンロードな
どの利用が増加し，ネットワークのトラフィッ
クを圧迫しかねない為，通信各社は容量制限を
行っている．通信各社のプランは様々であるが，
制限された容量を超えると通信速度が著しく遅
くなるのが一般的である．授業でスマートフォ
ンを利用する場合，容量制限を超えた状態では
大きな支障となる．従って，この問題を回避す
る為には，教室内に無線 LANスポット等の
Wi-Fi接続が出来る環境を準備する必要があ
る．

ま　と　め

インターネットの人口普及率が 8割を超え，
個人の生活や企業の活動等の様々な場面でイン
ターネットの利活用が浸透している．こうした
中，インターネットに接続する ICT機器の中
でスマートフォンが急速な伸びを示している．
本学の調査では，98.3%の学生がスマートフォ
ンを所有しており，利用内容は「LINE」や
「Twitter」などの SNSや「インターネット検索・
閲覧」が多く，「電子書籍」の利用は少ないの
が現状である．一日平均の利用時間は 3時間以
上が全体の半数以上を占め，スマートフォン利

表 5　学習意欲や興味関心

とてもそう思う 26.7%

どちらかと言うとそう思う 30.2%

どちらともいえない 30.2%

どちらかと言うとそう思わない 10.3%

まったく思わない  2.6%

表 6　教室で利用する ICT機器（複数回答）

スマートフォン 56.0%

タブレット（iPad等） 28.4%

ノートパソコン 16.4%

情報通信機器は必要ない  8.6%

その他  0.9%
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用が長時間化していることが見受けられる．
インターネットの利活用やスマートフォンの

普及が急速に進む中，政府のビジョンとして教
育の情報化の推進が揚げられており，教育分野
における ICT利活用推進のため様々な取り組
みが実施されている．このような背景のもと，
本研究は学習環境としての ICT利活用の中で，
特にスマートフォンの利用に焦点を当て，ス
マートフォンと授業支援システムを活用した授
業実践を行い，授業実践後にアンケート調査を
実施してスマートフォンの授業利用に関して考
察した．その結果は次の通りである．
まず，スマートフォンによる教材の閲覧に関

しては，「利用しやすい」と考えている学生が
比較的多いが，紙の教材と比較した場合は紙の
方が利用しやすいと考えている学生が半数以上
を占めるのが現状である．従って，授業で利用
する教材をすべて電子化してスマートフォンで
閲覧できるようにすることは，効果的ではない
と考えられる．既存の紙による教材にプラスし
て補助的にスマートフォンを利用するなどの工
夫が重要であると考えられる．例えば紙での教
材を拡張する利用（参考資料等の補助教材の閲
覧）や授業で配布する紙媒体のプリントを欠席
等で受け取ることが出来なかった場合や紛失し
た際に，電子化したものをスマートフォンで閲
覧出来ると効果的であると考えられる．なお，
普段の電子書籍の利用有無がスマートフォンで
教材を閲覧することに大きく影響を与えると考
えられるので，電子書籍の利用が拡大すると教
材をスマートフォンで閲覧することに不便を感
じる学生が少なくなると考えられる． 

次にスマートフォンを利用した双方向型授業
に関しては，学生の意識として効果的であると
考えられる．現在，我が国の教育現場では主体
的な学びへの転換が課題となっており，様々な
研究および実践が進められている．学生が意見
や質問をリアルタイムに投稿できる参加型の授
業を実践することは，授業における主体的な学
びを実践する手段の一つとして，効果的である
と考えられる．

さらに，授業中にスマートフォンを利用した
情報検索を行うことに関しては学生の意識とし
て効果的であると考えられる．調べたいと思っ
た事をすぐに調べられる環境があることは前述
した主体的な学びを実践する上で効果的である
と考えられる．
また，学生の意識として授業においてスマー
トフォンを利用することにより学習意欲や興味
関心が高まると考えられることに加え，普通教
室（コンピュータ室以外）で実施する授業で学
生が利用する情報通信機器で効果的なものはス
マートフォンであると考えている学生が半数以
上を占めている．しかし，授業でスマートフォ
ンを利用する場合は SNSによる「声を出さな
い私語」，授業に関係のないサイトの閲覧やゲー
ム等，授業目的外利用の対策を行うことが大き
な課題である．また，スマートフォンでインター
ネットを利用する上で，容量制限を超えた状態
でも利用出来るように教室内に無線 LANス
ポット等のWi-Fi接続が出来る環境を準備する
必要がある．
今回の授業実践の他にもドリルアンドチュー
トリアルや自学自習としての利用，さらに様々
なアプリの利用など，多くの利活用法が考えら
れる．また，ICT機器や通信インフラは技術的
に日々進歩している分野であるので今後の動向
を見ながら教育現場での利活用に関して，さら
に研究を深めていきたいと考える．
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